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クリティカル・ソーシャルワークにおける内省的思考と脱構築分析
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用者が直面している「現実」への分析・理解を欠落させない視点に立つ介入方法（それ
は「現実」を客観的あるいは主観的に見るということなのではなく，利用者にとって何
が「現実」であり，それをワーカーとしてどのような価値観に立って認識しようとして
いるのかを把握することを意味する）について検討されるべきといえよう。
したがって，①ワーカーが利用者との間で織りなす支援過程を通じて「人」「課題」
「状況」が「変わる」ことに可能性と希望を見出すこと，②「変わる」ために常に改革
を志向する脱構築分析と再構築および内省的思考をベースとするクリティカル・ソー
シャルワークが掲げる基本的視座をワーカー・アイデンティティの形成過程に取り込み
こと，そして，③このような文脈との関連から実践力を育む方法と意義について論じて
きた。しかし，その視座は，社会福祉専門職と非専門職のボーダレス化の時代にあって，
社会福祉支援活動に参与している広範な関係者のための現任訓練プログラムにも援用で
きるものと考えている。
社会福祉の基礎構造改革以来，社会制度としての社会福祉の運用方法は一段と合理化
され，効率性も高まることになった。しかし，分析的思考方法への配慮を欠いた場合，
制度運営の内部構造に緊張や対立（抑圧関係）の構図をもたらし，何らかの生活困難に
遭遇している人々への働きかけに相応しくない行為が定着することになっても，それは
正されることなく放置されたり，恣意的に利用されたりする歴史が再び繰り返されるこ
とになろう。そこで，実践力を育成する方法について，「分析視角」に関する共通理解
の確立を企図したのは，ソーシャルワークの理論と実践を利用者中心の視点に立ってつ
なぎ合わせる方略を構築したいとする願いを込めてのものであった。
注
本論文は，北川清一・松岡敦子・村田典子著『演習形式によるクリティカル・ソー
シャルワークの学び―内省的思考と脱構築分析の方法―』中央法規出版，2007年に加筆，
修正をし，再構成したものである。
